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はじめにはじめにはじめにはじめに

SQL Anywhere Studio の SQL Remote テク ノ ロジは、 多数のリモート ・ ユーザの間でデータ

を同期するための非常に強力なツールです。 SQL Remote を使用するこ とで、統合 ( マスタ )
データベースの情報を任意の個数の他のコンピュータに公開するこ とができます。また、こ
の統合データベースを、 リモート ・ マシンで処理した ト ランザクシ ョ ン ・ ログを使用して
更新するこ と もできます。

SQL Remote は、メ ッセージを使用して、インス トール環境全体のデータを同期します。SQL
Remote では、 多数の方法を使用して、 コンピュータ間でメ ッセージを送信するこ とができ

ます。 メ ッセージを含むファ イルを作成して指定したディ レク ト リに保存する、 あるいは
一般的なメ ッセージング ・ プロ ト コルを使用してメ ッセージを送信するこ とができます。

環境によっては、 SQL Anywhere Studio ソフ ト ウェアをどのよ うにリモート ・ マシンにイン

ス トールするか、 およびデータベースのデータをどのよ うに分配するかという問題があ り
ます。

このホワイ トペーパーでは、 Mobile Manager を使用してこれらの問題を解決する方法につ

いて説明します。 Mobile Manager は、 リモート ・ デバイスを管理し、 それらのデバイスに

対して多数の機能を実行するよ うに設計されています。 そのため、 Mobile Manager を使用

すれば、 多数のリモート ・ デバイスを短時間で効率的に配布するこ とができます。
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Mobile Manager Server の設定の設定の設定の設定

Server の概要の概要の概要の概要

Mobile Manager は、 狭い帯域幅で随時接続するモバイル ・ ユーザをサポートするのに最適

な管理ソ リ ューシ ョ ンです。 Mobile Manager は、 Mobile Manager パッケージを作成して転

送します。 このパッケージは、 個々のユーザやグループの必要に応じてカスタマイズした
データ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 設定情報、 コマンドを含めるこ とができるファ イルです。

Mobile Manager は、 以下のアプリ ケーシ ョ ンで構成されています。

Mobile Manager Console

Console は Package Editor および Server と合わせて、モバイル・ユーザを管理するコンピュー

タ上で実行します。 ユーザは、 Mobile Manager データベースへ情報を格納し、 このデータ

ベースから情報を取り出します。 データベースには、 任意の ODBC 準拠のデータベースを

使用するこ とができます。

Mobile Manager Package Editor

Package Editor は、リモート ・マシンに送信するパッケージの作成に使用するアプリケーシ ョ

ンです。 パッケージを利用するこ とで、 複数のファイルおよびコマンドをま とめ、 指定日
時にリモート ・マシンに適用する、 あるいは保存しておいて後で使用するこ とができます。

Mobile Manager Server

Mobile Manager Server は、 パッケージの配布を管理します。 Server は、 リモートの Agent が
送信したメ ッセージを監視してそれに応答します。 Server の動作は、 [Server] ウ ィンド ウに

記録されます。

Mobile Manager Agent

Agent は、 各モバイル ・ デバイスおよびリモート ・ コンピュータで実行しますが、 モバイ

ル ・ ユーザを監視するコンピュータでは実行する必要はあ り ません。

Server の稼働条件の稼働条件の稼働条件の稼働条件

Mobile Manager のインス トールに必要な最小限の稼働条件は、 以下のとおりです。

Server のハードウェア ：

・ Intel Pentium 90 Mhz (Pentium 266 Mhz を推奨 )

・ 64MB のメモ リ

・ 20MB のハードディ スク空き容量 (30MB を推奨 )

Server ソフ ト ウェアの稼働条件 ：

・ Microsoft Windows NT 4.0 Server 以降

・ Microsoft Internet Information Server (IIS) 4.0 以降
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インストール手順インストール手順インストール手順インストール手順

IIS のインストールのインストールのインストールのインストール

IIS のインス トール手順については、Microsoft にお問い合わせください。以下のサイ トで詳

細を確認するこ とができます。

http://www.microsoft.com/NTServer/nts/deployment/planguide/Install.asp#iis

iAnywhere Mobile Manager Server のインストールのインストールのインストールのインストール

付属の setup.exe ファ イルを実行する と、 Mobile Manager のインス トール ・ ウ ィザードが起

動します。 インス トール ・ ウ ィザードは、 Console、 Package Editor、 Mobile Manager Server
をメ イン ・ コンピュータにインス トールします。

Mobile Manager Console (rsadmin.exe) を初めて起動する と、 配布ウ ィザードが起動します。

このと き、 Mobile Manager Agent をク ラ イアン ト ・ マシンに配布するこ とができます。 ただ

し、Agent はいつでもマシンに配布できるため、こ こで Agent を配布する必要はあ り ません。

iAnywhere Mobile Manager Agent の配布の配布の配布の配布

Agent は、 サイズが約 2MB の、 リモート ・ デバイスに常駐するソフ ト ウェアです。

PC の [View] メニューに表示される [deploy agent wizard] アイコンを使用して、Agent を配布

するこ とができます。 ウ ィザードが起動し、 リモート ・ デバイス上のインス トール先ディ
レク ト リの指定を要求されます。同時に配布するすべてのマシンでは、Agent が同一のディ

レク ト リに保存されます ( 配布ウ ィザードを複数回実行して、 ユーザのリ ス トにマシンを

追加するこ とができます )。

次の画面では、 Mobile Manager のサーバ名を指定します。 場合によっては、 "_" などの文字

は他のマシンでは表示できないこ とがあ り ます。 サーバのマシン名を使用して接続できな
い場合は、[advanced]オプシ ョ ンを使用して、IPアドレスを [server]フ ィールドに入力します。

[Advanced] オプシ ョ ンでは、 詳細な Agent 設定情報を指定します。 最初のセッ トの配布前

に、 すべての [advanced] オプシ ョ ンを調べ、 設定が必要かど うか確認するこ とをお勧めし

ます。

Mobile Manager は、setup.exe ファ イルをダウンロード して実行するよ うに要求する電子メー

ルをすべてのユーザに送信するこ とで、 Agent を配布します。 リモート ・デバイスでインス

トール手順が必要になるのはこのと きだけです。 Mobile Manager は、 setup.exe ファ イルを

ユーザの Web ブラウザから実行するよ うに指示しますが、 多くのブラウザはプログラムの

実行を許可するよ うに設定されていません。 そのため、 setup ファ イルをディ スクに保存し

てから実行するこ とになる場合があ り ます。 ファ イルをダウンロード しただけでは、 Agent
はインス トールされません。
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Mobile Manager を使用してリモート ・ ユーザを設定を使用してリモート ・ ユーザを設定を使用してリモート ・ ユーザを設定を使用してリモート ・ ユーザを設定

するするするする

Mobile Manager Agent を リモート ・デバイスにインス トールした後は、 ソフ ト ウェア、デー

タベース情報、 メ ッセージ ・ ファ イルを リモート ・ ユーザに転送するこ とができます。

データベース ・ ソフ トウェアのインストールデータベース ・ ソフ トウェアのインストールデータベース ・ ソフ トウェアのインストールデータベース ・ ソフ トウェアのインストール

Mobile Manager は、 アプリ ケーシ ョ ンを配布する機能を装備しています。 インス トールす

るソフ ト ウェアは、 Mobile Manager パッケージの形式でリモート ・ コンピュータに送信さ

れます。 これらのインス トール ・ ファ イルは、 コンピュータに一時的に保存されます。 大
きなアプ リ ケーシ ョ ンを送信する場合は、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ パッケージのために十分な
メモリが リモート ・ デバイスにあるこ とを事前に確認して ください。

Adaptive Server Anywhere などの多くのプログラムには、サイレン ト ・モードでのインス トー

ル機能があ り ます。 このオプシ ョ ンを使用する と、 すべてのデータベース ・ ソフ ト ウェア
を同一方法ですべてのリモート ・ デバイスにインス トールするこ とができます。 また、 サ
イレン ト ・ モードでのインス トールには、 ユーザの操作が不要で、 ユーザがインス トール
処理を意識する必要がないという利点があ り ます。 Adaptive Server Anywhere のセッ ト アッ

プ ・ プログラムを別のセッ ト アップ ・ プログラムから呼び出し、 Adaptive Server Anywhere
をサイレン ト ・ モードでインス トールするこ とができます。

Adaptive Server Anywhere のサイレン ト ・ モードでのインス ト ールについては、 『ASA 7.0
User's Guide』の「PART 5: Database Administration and Advanced Use」の「Chapter 28: Deploying
Databases and Applications - Using a silent installation for deployment」 を参照してください。

ソフ ト ウェアの他のインス トール方法と して、 別にイ メージを作成する という方法があ り
ます。 この手順では、 Mobile Manager のイ メージ化機能を使用します。 コンピュータのイ

メージを、 プログラムのインス トール前に作成します。 次に、 インス トール後にも う一度
イ メージ化機能を使用して、 インス トール処理中にコンピュータで行われた変更を検出し
ます。 この差分を リモート ・ デバイスに適用します。

2 番目のインス トール方法を使用する場合は、 注意が必要です。 一部のレジス ト リ ・ キー

は、 ユーザの環境によって異な り ます。 場合によっては、 イ メージに加えてレジス ト リ ・
キーを編集するタスクを送信し、 イ メージに保存されたレジス ト リ ・ キーを使用せずに リ
モート ・ ユーザの環境を検出する必要があ り ます。

この機能の詳細については、Mobile Manager のマニュアルの 「Creating Difference Images」 を

参照して ください。

リモート ・ データベースの配布リモート ・ データベースの配布リモート ・ データベースの配布リモート ・ データベースの配布

リモート ・ データベースの配布形式は、 ユーザ数によって大き く異な り ます。

ユーザ数が少ない場合は、 ユーザごとにパッケージを作成するのが適しているこ とがあ り
ます。 この方法では、 抽出したデータベースを転送するパッケージ方法を利用します。
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ただし、 多くの場合は、 結合されたすべてのデータベース用に 1 つのパッケージを作成す

る方がよ り効率的です。 この方法は、 リモート ・ デバイスから Mobile Manager Server に対

して FTP 接続を実行し、 正しいデータベースを取り出します。

配布パッケージの作成配布パッケージの作成配布パッケージの作成配布パッケージの作成

1．Mobile Manager (rsadmin.exe) を起動します。

2．画面左側にあるビューのメニューで [Package view] を選択します。

3．[New Package] をク リ ッ ク します。

4．[New Task] を使用して新しいパッケージを作成し、 [OK] をク リ ッ ク します。

5．タスクに名前を付けます ("deployDB" など )。

6．Package Editor が起動し、 コマンドを実行するためのコードを入力するこ とができます。

この例では、 リモート ・ データベース名がユーザ名であるこ とを前提と しています。 多く
の場合、 リモート ・ アプ リ ケーシ ョ ンの実行で特定のデータベース名が使用される と きに
は、 すべてのデータベースを同一名にします。 データベースが同一名の場合は、 抽出した
データベースの保存先と して異なるディ レク ト リ を使用する必要があ り ます。 これらの取
り出し用ディ レク ト リの名前には、 ユーザ名を使用するこ とができます。 また、 デバイス
名、任意の一意のレジス ト リ値、Mobile Manager Machine で作成した変数を使用してデータ

ベースを配布するこ と もできます。

下図に、 データベースの配布に使用するコード例を示します。

図図図図 3 ： 抽出したデータベースのインス トールに使用するパッケージ： 抽出したデータベースのインス トールに使用するパッケージ： 抽出したデータベースのインス トールに使用するパッケージ： 抽出したデータベースのインス トールに使用するパッケージ
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Add entry to log:

プロセスのエラーをデバッグするため、 ログ ・ ファ イルに情報を記録するこ とができます。
このスク リプ トでは <USER> という変数を使用してデータベースを取り出すため、 ユーザ

が正しいデータベースを取り出したかど うかを確認するためにこの変数を記録するこ とが
できます。

FTP Connect:

リモート ・ デバイスは、 抽出するデータベースが保存されているサーバに接続します。 ほ
とんどの場合は、 このサーバは Mobile Manager Server です。

FTP コマンドを使用する際に、 Mobile Manager Agent が FTP サーバ上のファイルのアクセ

スまたは変更を実行するには、 正しいパーミ ッシ ョ ンが必要です。 詳細については、 「付録
A ： FTP サーバの設定」 を参照して ください。

FTP Get Multiple Files from remote directory . to local directory c:¥sqlremote:

こ こでは、 ユーザのデータベースおよびログ ・ ファ イルを FTP のホーム ・ディレク ト リか

ら リモー ト ・ サイ トにダウンロード します。 データベース ・ ファ イル名が同一でもディ レ
ク ト リが異なる場合には、 ホーム ・ディレク ト リ と して ‘.’ を使用する代わりに ‘/USER>/.’
を使用するこ とができます。

コマンド ・ ウ ィンド ウを開く ( コマンドをダブルク リ ッ ク します ) と、以下のよ うに表示さ

れます。

Remote Directory:
.
Files:
<USER>.db
<USER>.log
Local directory:
c:¥sqlremote

FTP Get File:

次の 2 つのコマンドは、 Mobile Manager システムをさ らに使いやすくするためのコードで

す。 FTP では、 ファ イルの転送先ディ レク ト リが存在しない場合には、 先にそのディ レク

ト リが作成されます。 新しいディ レク ト リに転送されるファ イルが FTP サーバ上に存在し

ない場合でも、 ディ レク ト リが作成されます。 ただし、 ファ イルが FTP サーバ上に存在し

ない場合は、 ログ ・ ファ イルに警告が記録されます。 他の解決方法については、 「付録 B ：

リ モート ・ ディ レク ト リの作成」 を参照して ください。

FTP Disconnect:

FTP サーバとの接続を切断します。

Delete File:

この行も、 リモート ・ マシン上にメ ッセージング ・ ディ レク ト リ を作成するためのコード
の一部です。 ファ イルを リモート ・ システムにコピーする場合は、 このコードは削除する
必要があ り ます。
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Create Shortcut: Remote_database:

場合によっては、 リモー ト ・ ユーザ用のシ ョート カッ ト を作成し、 リ モート ・ ユーザが自
分のマシンにインス トールされたソフ ト ウェアを簡単に使用できるよ うにする必要があ り
ます。 この例では、 ユーザが必要に応じて手動で実行できるよ うに dbremote へのシ ョート

カッ ト を作成しています。

コマンド ・ ボッ クスには、 以下のよ うに表示されます。

Program or Document:
C:¥Program Files¥Sybase¥Adaptive Server Anywhere
6.0¥win32¥dbremote.exe
Command-line Arguments:
-c "uid=<USER>;pwd=sql;dbf=c:¥sqlremote¥<USER>.db"
Shortcut Title:
Remote_database
Place shortcut in one of the following locations:
Desktop

現時点では、 「作業フォルダ」 を指定する方法があ り ません。 dbremote.exe はメ ッセージ ・

ディ レク ト リで起動する必要があるため、 dbremote を最初に手動で実行する と きにユーザ

による操作が必要になり ます。 一方で、 dbremote が常にスク リプ ト を使用して実行される

場合は、 シ ョート カッ ト を作成する必要はあ り ません。

パッケージの送信 ：パッケージの送信 ：パッケージの送信 ：パッケージの送信 ：

1．[Package view] を表示します。

2．送信するパッケージをク リ ッ ク します。

3．[Send Package] アイコンをク リ ッ ク します。

4．グループを選択し、 パッケージを受信するユーザを選択します。

5．タスクを他の Mobile Manager タスク よ り も優先して実行するかど うかを選択します。

6．ダウンロードに高速 LAN 接続が必要かど うかを選択します。

7．PC、 Palm、 Windows CE のビューからパッケージを監視します。 パッケージごとに、 各

デバイスに対応するログがあ り ます。 パッケージの終了後に、 エラーや警告が記録され
ているかど うかを確認します。

FILE メ ッセージ ・ タイプを使用したメ ッセージ送信メ ッセージ ・ タイプを使用したメ ッセージ送信メ ッセージ ・ タイプを使用したメ ッセージ送信メ ッセージ ・ タイプを使用したメ ッセージ送信

Mobile Manager では、 タスクを定期的に実行するよ うに指定するこ とができます。 小さな

パッケージを リモート ・ デバイスに保存しておき、 指定した時間に実行するこ とができま
す。 この機能を使用して、 リモート ・デバイス と統合データベースの間でメ ッセージ・ ファ
イルを転送します。
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メ ッセージ転送パッケージの作成メ ッセージ転送パッケージの作成メ ッセージ転送パッケージの作成メ ッセージ転送パッケージの作成

この例でも、データベースの配布で使用したものと同じ変換を使用します。 ユーザごとに、
ユーザ名で指定したメ ッセージング ・ フォルダがあ り ます。統合データベースには、 0 とい

う メ ッセージング ・ディ レク ト リがあ り ます。

図図図図 4 ：：：： メ ッセージ送信用スクリプ トメ ッセージ送信用スクリプ トメ ッセージ送信用スクリプ トメ ッセージ送信用スクリプ ト

Gather Files to C:¥Messaging¥0:

gather files コマンドは、ディ レク ト リ内のすべてのファイルを収集し、パッケージ ・テク ノ

ロジを使用して Mobile Manager Server に送信します。 この場合は、 統合データベースが

dbremote を実行できるよ うに、 C:¥Messaging が統合データベースのマシンにマッピングさ

れています。

コマンド ・ ウ ィンド ウを開く と、 以下のフ ィールドが表示されます。

Use this directory on the Mobile Manager Server:
C:¥Messaging¥0
Files to gather:
c:¥sqlremote¥0¥*.*

この処理では、 リモート のデータベース ・ディ レク ト リにある、 統合データベースに所属
するすべてのファイルを、 マッピングされたド ラ イブにコピーします。

Delete Files: "C:¥sqlremote¥0¥*.*":

このコマンドは、 送信済みのメ ッセージ ・ ファ イルを削除します。 この処理は、 リモート
のメ ッセージング ・ディ レク ト リに多数のファ イルが蓄積されないよ うにするために実行
します。 古いメ ッセージ ・ ファ イルを統合データベースに送信し続けるのは効率が悪いた
め、 この処理が必要になり ます。

FTP Connect: server = mec-pc, user = administrator:

FTP は、 統合データベースから メ ッセージを収集する方法と して最適です。 メ ッセージ ・

ファ イルの名前はユーザが接続するまで不明であるため、 パッケージの作成前にファ イル
名またはファイルの有無を特定する必要のあるオプシ ョ ンは使用できません。
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FTP Get Multiple Files from remote directory ¥<USER> to local directory
c:¥sqlremote¥<USER>:

ユーザに所属するすべてのメ ッセージ ・ ファ イルを取り出します。 コマンド ・ ウ ィ ンド ウ
には、 以下のよ うに表示されます。

Remote directory:
¥<USER>
Files:
*.*
Local directory:
C:¥sqlremote¥<USER>

FTP Delete File: <USER>¥*.*:

古いメ ッセージ ・ ファ イルが統合データベースのディ レク ト リに蓄積されるこ とを防止す
るため、 ダウンロード したファ イルを削除する必要があ り ます。 この操作には、 ユーザの
ディ レク ト リに対する書き込みパーミ ッシ ョ ンが必要です。詳細については、「付録 A：FTP
サーバの設定」 を参照して ください。

FTP Disconnect:

FTP サーバとの接続を切断します。

タスクのスケジュール設定タスクのスケジュール設定タスクのスケジュール設定タスクのスケジュール設定

タスクの実行スケジュールを設定し、 特定の曜日や時間に実行するこ とができます。 タス
クのスケジュールを設定するには、 以下の手順に従います。

1．[PCs views] メニューを表示します。

2．[Schedule Tasks] アイコンを選択します。

3．タスクを含むパッケージを選択します。

4．次の画面で、 [Schedule] ボタンをク リ ッ ク します。

5．スケジュールを選択します。

6．次のウ ィンド ウで、 パッケージを受信する PC を選択します。

注 ：現時点では、 タスクは Palm および Windows CE では実行できません。 タスクの実行が

必要なと きに、 その都度パッケージを送信する必要があ り ます。
13



まとめまとめまとめまとめ

Mobile Manager を使用して、 リモート ・ デバイスを管理するこ とができます。 この機能を

使用して、 リモート ・ データベースを配布する こ とができます。 リモー ト ・ データベース
のインス トールは、 Mobile Manager のパッケージを使用して実行するこ とができます。

最初に、 リモート ・デバイスにソフ ト ウェアをインス トールします。Mobile Manager は、ア

プ リ ケーシ ョ ンを配布する機能を装備しています。このプロセスでは、[distribute application]
ウ ィザードを使用します。 別のイ メージを作成して ([creating a difference image] 機能を使用

して )、新しいソフ ト ウェアをインス トールするこ と もできます。 この方法は、 ユーザごと

に異なる変数をスク リプ ト ・ コマンドで更新する必要があるため、 さ らに複雑になり ます。
次に、 抽出したデータベースを配布します。 配布は、 パッケージ形式でデータベースを送
信するか、 リモート ・ デバイスに FTP を使用してデータベースを取り出すよ うに通知する

こ とで実行できます。 最初の方法は、 配布するデータベースの個数が非常に少ない場合に
適しています。

継続的に行う手順と して、 メ ッセージ ・ ファ イルの送受信があ り ます。 簡単なスク リプ ト
を使用して、 この処理を簡単に実行するこ とができます。 このスク リプ トは、 コンピュー
タに 1 度だけ送信されて保存され、 指定したスケジュールに応じてタスクを実行します。

Mobile Manager Software は、 リモート ・ユーザの操作なしにデータベースを配布する独自の

方法を提供します。
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付録付録付録付録 A ：：：：

FTP サーバの設定サーバの設定サーバの設定サーバの設定

Microsoft Internet Information Server には、 FTP サーバや Web サーバを管理するユーティ リ

ティがあ り ます。 Microsoft Management Console (MMC) は、 すべての Web サービスおよび

アプリ ケーシ ョ ンを 1 つのウ ィンド ウで管理するこ とができる Windows ベースのツールで

す。これらの製品の使用方法については、http://www.microsoft.com/NTServer/web/exec/feature/
FeatSetupAdmin.asp を参照して ください。

FTP サーバ ・ コンポーネン トは、 Mobile Manager の FTP コマンド と合わせて使用するこ と

ができます。 Mobile Manager には、 リモート ・ デバイスで実行される FTP コマンドをパッ

ケージおよび送信する機能があ り ます。 このデバイスでは、 FTP を使用して、 統合データ

ベースまたは任意の FTP サーバからファイルを取り出すこ とができます。

Microsoft Management Console を使用して、FTP サーバを設定するこ とができます。mmc.exe
ファ イルは、 システムド ラ イブの ¥WINNT¥system32 ディ レク ト リにあ り ます。

FTP サーバを設定するには、 以下の手順に従います。

1．Microsoft Management Console を起動します。

2．[Console>Add/Remove Snap-in] を選択します。

3．[Add/Remove Snap-in] ダイアログ ・ ボッ クスで、 [Add...] をク リ ッ ク します。

4．[Internet Information Server] を追加します。

5．[OK] をク リ ッ ク してダイアログ ・ ボッ クスを閉じます。

6．Internet Information Server および computer フォルダを展開します。

7．[Default FTP Site] を右ク リ ッ ク し、 プロパティを表示します。

8．ホーム ・ディ レク ト リおよびセキュ リティを設定します。

注 ：ユーザにファイルの削除を許可する場合は、 そのユーザに書き込み権限を許可します。
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付録付録付録付録 B ：：：：

リモート ・ ディ レク ト リの作成リモート ・ ディ レク ト リの作成リモート ・ ディ レク ト リの作成リモート ・ ディ レク ト リの作成

FTP を使用せずに、 リモート ・ディ レク ト リ を作成するこ とができます。 コマンド ・エディ

タでは、 DOS コマンドを実行するこ とができます。 そのため、 この方法を使用してディレ

ク ト リ を作成するこ とができます。

Execute command.com /C mkdir c:¥Remotedb
Execute command.com /C mkdir c:¥Remotedb¥0
Execute command.com /C mkdir c:¥Remotedb¥<USER>

注 ：ディ レク ト リ名は最大で 8 文字です。 また、 最初の文字がアルファベッ トの場合は大

文字にする必要があ り ます。 それ以外の文字は小文字になり ます。

たとえば、 以下のコマンドは誤り誤り誤り誤りです。

Set Text Variable “<REMOTE DIR>” = “sqlremote”
Execute command.com /C mkdir c:¥<REMOTE DIR>
Execute command.com /C mkdir c:¥<REMOTE DIR>¥0
Execute command.com /C mkdir c:¥<REMOTE DIR>¥<USER>
FTP Get File test.txt to local directory c:¥<REMOTE DIR>

この例では、 2 つのディ レク ト リが作成されます。 一方のディ レク ト リは Sqlremot という

名前で、 2 つのサブディ レク ト リがあ り ます。いずれのサブディ レク ト リ も、名前の最初が

大文字で、 それ以外は小文字になり ます。 も う一方のディレク ト リは sqlremote という名前

で、 test.txt という ファ イルが含まれます。

警告 ：変数名 (<USER>) がこれらの規則に従っていない場合は、 この方法は使用しないで

ください。

※本書は、 米国 iAnywhere Solutions 社が作成およびテス ト したものを日本語に翻訳したも

のです。
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図図図図 5 ： 抽出したデータを： 抽出したデータを： 抽出したデータを： 抽出したデータを DOS コマンドを使用して正し く インス トールするパッケージコマンドを使用して正し く インス トールするパッケージコマンドを使用して正し く インス トールするパッケージコマンドを使用して正し く インス トールするパッケージ
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